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１ 学位論文の要旨 
G. F. ヘンデル（George Frideric Handel, 1685-1759）の《メサイア Messiah》（1741）
の歌詞付けについては、作曲当時から、作曲者がドイツ出身であるがゆえに英語の理解
が足りず、歌詞の扱い方が不自然であるとされ、度々修正が加えられている。  











































































































































 声楽作品による当時の発音の推定」により、筆者は平成 24 年度近代英語協会優秀学術
奨励賞を受賞し、その研究が英語学関係の学会においてもすでに高い評価を得ているこ
とは特筆に値する。 
以上から、本論文は音楽学と英語学にとってユニークな労作であり、博士の学位を与
えるのに十分であると結論した。 
 
